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5 )桜井 正編 (1976): Ii高安宗悦・きよ・敬義の思い




るための 1つの視点を提供することになると思わ 8 )十六島実年同好会編・発行(1995): Ii新島の生活
れる。
付記
本稿の作成にあたり，銚子市明石駿一氏，飯塚lz
毅氏， 1岡田富夫氏，菅谷勝男氏，永沢つる子氏，滑
川 11，剣(~~氏， mJI利勝氏，野口友蔵氏，宮内良夫氏，
美!日 ~Ict 篤氏，笑呂i章太兵衛氏，銚子市商工観光課，
l司生涯学習課，同保険年金課，佐JK'f!1飯高 博氏，
推名健司氏，高安綾子氏，佐原市市史編さん室，東
金市薬王寺，博物館房総のむら大木利勝氏，薬剤師
石坂俊之氏， I可iJJY長悦子氏(以上， I司一組織・地域内
五十音順)に多くのご教示とご協力をいただいた。記
してj享く ful干しを"13し上げる次第である。
主.;¥， 1 22~132。
9 )小口千|珂(1997):売薬生産からみた村落地域の特色
一一明治・大正期を I:jJ心として一一一，歴史地理学
39-4， 40~41o 
10)銚子地域への影響を検討するうえでは布田売薬(東
金市)および多古売薬(多古町)にも着目する必要が
ある。この点については F記文献をふまえ，今後
の検討課題としたい。
a 尾崎 晃(1990):明治時代下総における売薬版
売の一形態，千葉県立房総のむら年報 4，107 
~1l40 
b. 大木利勝(1996):薬のなりたち 房総の自薬
を例に一一一，千葉県立房総のむら年報10，87~ 
960 
